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乗合バス
（ １０８両）

ハイヤー（５台） 福祉ハイヤー（1台） 介護事業

貸切バス
（ ２２両）

１．十勝バス株式会社の概要

 設 立 大正１５年

 従業員数 ２５０名

 車 両 数 １３６両

 所 在 地 北海道帯広市

地域に支えられ９０年。そして１００年企業へ
地域の皆さまに一生涯利用していただける企業をめざして

学童保育事業
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 十勝管内１９市町村中、１５市町村
をカバー

 年間営業走行キロ４８０万km

１．十勝バス株式会社の概要

営業エリア

２
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 十勝圏は南北に約１６０㎞、東西方向に
約７０㎞

 １市１６町２村を有し、観光エリアが点在

 十勝圏への主な入口は道央圏（新千歳
空港や札幌）

２．十勝圏への交通アクセス

距離は「北の道ナビ」を使用
（主な都市～観光地間から検索） ３

帯広から主な観光地までの距離及び十勝圏のバス路線



２．十勝圏への交通アクセス

交通機関 運行状況 備考

航空
（とかち帯広空港）

・国内線：２路線
（羽田、中部国際/季節運航）
・国際線：チャーター便
（中華航空/台北、タイガーエア台湾/台北）

国際線輸送実績：
（H２８） ５,９１０人
（H２７） ７,１６４人

鉄道 JR１路線（根室本線）、始終着１系統
（帯広—札幌間１１往復）

乗車人員（帯広市統計書）
（H２７） ７０１,６００人
（H２６） ７０２,１３６人

都市間バス ６事業者３路線（帯広駅前発着）
・帯広—札幌（１０往復）
・帯広—旭川（４往復）
・帯広—新千歳空港（５往復）

路線バス ・路線バス２事業者
・デマンド路線２事業者

タクシー ３３事業者 十勝地区ハイヤー協会加盟

レンタカー ８事業者（帯広駅前、帯広駅付近、帯広空港前）

帯広圏の公共交通

４



３．十勝の訪日観光の状況

北海道全体

５

 北海道への訪日観光客は増加傾向

 北海道全体では、国際定期便の新規就航や増便等により、２３０万人（H２８）
で過去最高を記録

訪日外国人来道者数
（国・地域別）

出典：訪日外国人来道者数（実人数）の推移（北海道経済部観光局）



３．十勝の訪日観光の状況

北海道全体

６

 台湾や中国、韓国からの団体旅行者は一定数いるが、近年はFIT（外国個人
旅行）が増加

出典：北海道経済部観光局／平成 28 年度 観光客動態・満足度調査報告書より作成
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３．十勝の訪日観光の状況

十勝圏内

７

 十勝管内の外国人宿泊客延数（平成２７年度）は約１８万５千人

 平成２７年度は前年度に比べて約１．５倍増

 最も多いのは台湾からの旅行者

出典：北海道十勝総合振興局産業振興部商工労働観光課

十勝圏内の宿泊者延数
H27…18万4,938人（1.5倍増）
H26…12万5,229人
※H28は台風の影響による減少が
考えられる



３．十勝の訪日観光の状況

北海道圏域・振興局別宿泊客延数（平成２７年度）

８

 十勝圏内の外国人宿泊客延数は、全道構成比では僅か３％に留まる

 釧路・根室・オホーツク圏を加えた「ひがし北海道」全体でも、全道構成比の
７．７％に留まる

出典：北海道観光入込客数調査報告書 及び
十勝圏外国人旅行者移動円滑化プロジェクト（第１回検討部会資料 H29）



４．十勝・道東エリアの課題と対応策

９

 延べ宿泊客数は、年々増加傾向にあるが、全道に占めるシェアは平成２３年
以降横ばいを推移

 自然環境や食といった高いポテンシャルを有するものの、これらを活かした
魅力ある旅行商品の開発に至っていない

 外国人観光客の認知度が低い

 新千歳空港を利用する外国人観光客が多数を占めており、道東エリアの観
光地までの距離が遠く、移動に時間を要する

 十勝圏においても増加するFIT（個人旅行客）への対応

 Wi-Fi環境や多言語対応などの整備（わかりやすい案内）の必要性

二次交通を活用した周遊プラン
の検討

二次交通における情報提供

対応策

十勝圏外国人旅行移動円滑化プロジェクト検討
部会において明らかになった課題



５．二次交通を活用した周遊プラン
外国人観光客向け路線バス乗り放題チケット
「ＶＩＳＩＴ ＴＯＫＡＣＨＩ ＰＡＳＳ」の導入

■目的

 道のバス事業活性化モデル事業の一環として、十勝バス（株）と北海道拓殖
バス（株）が共同で、平成２９年１１月から外国人観光客を対象に十勝管内の
路線バスが乗り放題となるチケット「ＶＩＳＩＴＴＯＫＡＣＨＩ ＰＡＳＳ」を販売

■概要

 十勝で外国人観光客が多く訪れる、ばんえい競馬場（帯広市）、十勝川温泉
（音更町）、然別湖（鹿追町・上士幌町）、ぬかびら源泉郷（上士幌町）、旧国
鉄幸福駅・愛国駅（帯広市）など十勝の魅力を満喫できるお得な路線バス乗
り放題パス

 帯広駅バスターミナルを起点に運行し、上記の観光スポットいずれも２社の
路線バスで訪問可能

 空港などでレンタカーを借りなくても、運賃を気にせず周遊が可能

10



■概要（つづき）

対象者 外国人観光客

対象路線 十勝バスと北海道拓殖バスが運行する十勝管内全４０路線
（ただし、都市間高速バス、定期観光バスは除く）

利用期間 平成２９年１１月１日～平成３０年１０月３１日

販売場所 ・帯広駅バスターミナル（十勝バス窓口、北海道拓殖バス窓口）
・帯広空港（十勝バス窓口）

種類・金額 ・１日券（ ６枚綴り） １，５００円 [子供 ７５０円]
・２日券（１２枚綴り） ２，５００円 [子供１，２５０円]

利用方法 路線バスに乗車し、降車する際にチケットを提示し、綴り券を運賃
箱に投入
※綴り券を使い尽くした場合、日付の入った表紙の提示で乗車可能

５．二次交通を活用した周遊プラン
外国人観光客向け路線バス乗り放題チケット
「ＶＩＳＩＴ ＴＯＫＡＣＨＩ ＰＡＳＳ」の導入（つづき）

11
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 英語と中国語（簡体字・繁
体字）に対応

 チラシにはチケットの販売
窓口（帯広駅バスターミナ
ル、帯広空港）を表記

 中ドアから乗車し、整理券
を取り、降車バス停をボタ
ンで知らせ、前ドアから降
車するなど、バスの乗り方
を絵を交えてわかりやすく
説明

５．二次交通を活用した周遊プラン
外国人観光客向け路線バス乗り放題チケット
「ＶＩＳＩＴ ＴＯＫＡＣＨＩ ＰＡＳＳ」の導入（つづき）



６．二次交通における情報提供
（１）目的地検索型バス路線検索サービス「もくいく」

の導入
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■概要

 スマートフォン掲載のGPSを利用し、目的地の入力により最寄りのバス停から
目的地までのバスの経路や発着時刻が検索できるシステム

 北海道大学をはじめとする産学官金連携のもと開発

 路線名やバス停名を知らなくても、安心して路線バスに乗車できるため、初
めての土地でも安心

 外国人向け多言語対応（英語、中国語、韓国語、タイ語）

mokuik.com パソコン版 スマホ版



機能一例

地図検索
住所検索
目的地検索
バス停検索
復路検索
乗り方
周辺情報
通過バス停表示
運行情報表示

■もくいくの機能（１）

 バス停検索・住所検索だけではなく、地図をタップして
時刻検索が可能

 上記の他に、バスの乗り方や目的地周辺情報（グルメ、
ホテル）等も検索可能

出発地タップ 目的地タップ

14

検索

６．二次交通における情報提供
（１）目的地検索型バス路線検索サービス「もくいく」

の導入（つづき）



■もくいくの機能（２）

15

６．二次交通における情報提供
（１）目的地検索型バス路線検索サービス「もくいく」

の導入（つづき）
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■概要

 個人旅行者への情報提供ツールとして、平成２８年にバスロケーションシステ
ム「ＰＩＮＡ」の運用を開始

 外国人向け多言語対応として現在、英語での対応が可能

 検索結果「もくいく」とバスロケーション機能「ＰＩＮＡ」の連携により、知らない
路線バスに乗る「初めての不安」を解消し、乗りやすい環境を提供

5分後に到着
いたします。

検索結果 バスロケーションシステム

・バス停をタップすると検索系統の到着予定時間を表示
・バスがあと何分後に到着するかも表示

６．二次交通における情報提供

（２）バスロケーションシステム「ＰＩＮＡ」の運用開始



（３）車内アナウンス、バス停留所の多言語化

17

６．二次交通における情報提供

■車内アナウンス

 路線バスの一部、空港連絡バスにおいて、日本語の車内アナウンスに続い
て英語版を放送

 英語で放送するバス停は一次交通への接続機関、主要観光施設等を優先
的に選択して実施

■バス停留所

 路線バスの一部、空港連絡バス
において、一次交通への接続機
関、主要観光施設等を基準に優
先的に整備

 既存バス停に「バス停名」「行き
先」「乗り方」について英語、中国
語（簡体・繁体）、韓国語で掲示



交通事業者、観光関係者、自治体等との連携により
下記の取組を推進
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７．今後の展開

■帯広駅バスターミナルでの情報提供

 多言語版時刻表の表記の検討（アルファベット、アラビア数字、意匠的な形
状で区別しやすくする）

 外国人観光客の主要な目的地別の時刻表の作成（帯広空港、然別湖、ぬ
かびら温泉郷、十勝川温泉、池田町ワイン城など）

 悪天候時など非常時の情報発信体制の検討

■ バスとタクシーの連携による周遊プランの検討

 バスとタクシーが「幹線」と「支線」を担うモデル周遊プランの検討

 帯広空港～帯広駅間において、路線バスを利用した荷物輸送サービスの試
行 — 空港からの「手ぶら観光」の促進

 平成３０年度以降の「ＶＩＳＩＴＴＯＫＡＣＨＩ ＰＡＳＳ」は、事業者による自主的

な実施を予定



十勝バス株式会社

ご拝読、ありがとうございました

十勝バスにおけるインバウンド誘客の取組


